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学生・職員と創る大学教育

-FD. SDの新発想ー

1.はじめに:企画趣旨

2008年4月に FDが義務化され， 2011年度か

らはキャリア教育の導入が大学に求められてい

る。グローパリゼーションとユニバーサリゼー

ションに揺れる大学が期待に応えるには，従来

の「学生が何を学んだ、か」に焦点をおく教育か

ら「学生は何ができるようになったか」を重視

する大学教育にシフトすることが不可欠である。

そのためには，大学の教育を見直し，変えてい

くことが必要である。つまり，日本の大学は，

『中央公論Jl2011年2月号で立花隆氏が主張さ

れているように「大学再生には，今一度の『一

九四五年』体験!Jが迫られている。ただ，教

員の努力だけで今大学に求められている教育の

変革を実のあるものにすることには限界がある。

では実現のためにはさらに何が必要なのか。そ

れは大学コミュニティの構成者である「学びの

主権者」である学生とその学びを支える職員の

存在であり，彼らの潜在能力の引き出しである。

このラウンドテーブ、ルで、は，大学コミュニティ

を巻き込んだ新たな試みの今とこれからの可能

性について，また FDの新発想としての「学生・

職員と創る大学教育」の今，そしてこれからに

ついてフロアの皆さんと考えてみた。

2.中教審答申と学生主体型授業への注目

FDを狭義に教員の授業改善とだけ捉えてい

ては，中央教育審議会(中教審)の答申の達成

は，ほぼ不可能である。学士課程教育の構築に

向けて， r学びの主権者」たる学生，そして大学

という協同体の重要な要素である職員を含めた
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FDを展開していくことが不可欠である。 4年間

という年限で，学生に各々の大学が育成を目指

す人材像と学士力を達成させるには，入学後早

い時期に自主的な学びへの誘いと目標達成への

自信の醸成が必要である。時代が大学教育に要

求する力としての学士力の達成はもちろんのこ

と，次世代を担う学生が学びたいことを学ばせ

ることも大学の使命であり，国立大学の 23大学

(28.4%)の学長が「全学的な教育改革を進める

うえでの問題」と指摘している。「学生の主張が

強し、」ことを教育改革推進の向かい風としてで

はなく，追い風にする知恵が求められている。

そのためにはここ数年，岡山大学，山形大学，

立命館大学，同志社大学を始めとする全国の国

公私立大学で注目を浴び，学生の主体的な学び

の伸長に成果を上げている学生参画型FD，PBL

授業を導入し，学生・職員と大学教育・学士力

を創る FDを展開していくことで，一つの活路

が見出されるのではないだろうか。

同志社大学は，プロジェクト科目を， 2006年

から開講し，テーマの公募制と往還型地域連携

モデルの構築を軸に推進してきた。このプロジ

ェクト科目のもう一つの特徴は，全学共通教養

教育科目に設置されている数少ない PBLの試

みであることだ、った。テストやレポートの成績

による成果重視の従来の教育手法とは異なり，

同志社大学の PBLは，学生主体の社会連携型の

チーム PBLで， r学習者がフ。ロジェクトに自発

的，自律的にチームで取り組んでいくことによ

って，自分自身のものの見方や考え方を振り返
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り，それを通して，いままで見えなかった自己

を発見していくことを目指している」というプ

ロセスを重視する教育を実現するものである。

この PBL科目を学生にとってより実りあるも

のにするために，さまざまな工夫がなされてい

る。

プロジェクト学習は， I学習者自身が設定した

現代社会の課題を地域・社会と連携しながら解

決を目指していくために，学習状況が流動的で

あり，時々刻々の変化に対応しながらテーマの

再構築を繰り返して，最終的な解決策にまで至

る必要がある。いわば教科書のない学習であり，

答えが準備されていない学びである。」その意味

で，プロジェクト学習は日々FDであり，学習

環境とそれを取り巻く教育環境を改善していく

姿勢と条件を内在している。

小田隆治・杉原真晃編著『学生主体型授業の

冒険:自ら学び，考える大学生を育むj(ナカニ

シヤ出版， 2010)で，小田は， Iわれわれは学問

を教えることこそが大学の根幹であることを信

じて疑わないし，伝統的な講義スタイルの存在

意義を認めている。」としながら「大学の大衆化

が急速に進行する時代の転換点である現代にお

いても，時代に対応する(迎合するということで

は決してなし、)授業法が模索されてしかるべき

である。」と指摘している。そして学生主体型授

業への崇高な思いを「学生主体型授業は，全入

時代に伴う学生の学力低下や意欲の減退への対

症療法だけの役割を担っているのではない。ま

してや精力的な職業人を求める財界からの要請

に応えるためだけのものでもない。もっと積極

的な意義として，より良い未来を創りだす批判

力と創造力，行動力を伴った人間を育成するた

めの挑戦であり冒険である。」とまとめている。

3. rためしてガッテン」流:rこうしたらでき

る学生・職員と創る大学教育」

このラウンドテーブルでは， FD=フロッピ

ー・ディスクというのが一般的だった頃から FD

に取り組み，最近，新天地で、新たに大学全体の

FDの推進に着手された二人の論者に苦労話も

交えて話題提供していただき，どうしたら学

生・職員と大学教育改革をゼロからスタート・

推進できるのかについて，フロアの皆さんと共

に考えた。

まず，岡山大学の FDを今後もリードして

いくだろうという大方の予想を覆し，突如

2011年4月に富山大学に着任した橋本勝氏に，

富山大学で何からどのように着手しようとして

いるのかについてお話しいただいた。岡山大学

の学生・教職員教育改善専門委員会のような仕

組みが全くない土壌にどのように種を蒔くのか。

サークル的な立命館流の学生 FDスタッフの募

集から始めるという噂もあるが真偽の程はどう

なのか。一線を画してきたはずの立命館型を単

純に模倣するとは思えないが果たして秘策はあ

るのか。始めたいけれど何から?と戸惑いなが

ら頑張っている他大学の教職員へのヒントをい

ただけたので、はないだろうか。

続いて，メディア教育開発センターが全国大

学共同利用機関として FD推進に気を吐いてい

た頃，その中心にあり，その後，イギリス留学

を経て，長崎大学に着任した山地弘起氏に，長

崎でどのような FDをリードしていこうとして

いるかを話していただいた。本学会をまたいで

4日半，長崎大学で開催された FD・SDサマー

ワークショップの企画の狙し、や今後の展望など

もお話しいただし、た。同企画は教員(専任・新

任・非常勤)，職員を巻き込む壮大なもので，元

東京大学の佐藤良明氏による『これが東大の授

業ですか。』に見られる英語統一教材作りに教

員・職員・TAを巻き込んだFDを努需とさせた。

両氏の話題提供を皮切りに，フロアの皆さん

と共に， Iこうしたらできる，学生・職員と創る

大学教育」のヒントを考えた。これは使えると

「ガッテン」していただいてヒントを持ち帰り，

活用していただけていたら， うれしい限りであ

る。
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